
＜月次運用レポート＞ 2026年9月30日現在

　設定来の基準価額の推移
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純資産総額(右軸)

分配金再投資基準価額(左軸)

基準価額(左軸)

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的に

ご負担いただくことになりますので、作成基準日現在、純資産総額に年率1.826%（税抜1.66%）程度を乗じて得た額となります。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

 基準価額 15,247 円

 純資産総額 788.2 億円

※基準価額は1万口当たりです。

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 4.33% ▲ 4.49% 44.18% 28.70% 　　 － 52.47%

参考指数 ▲ 2.97% ▲ 0.62% 17.44% 24.52% 　　 － 41.39%

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み）〔円換算後〕です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

※参考指数は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を乗じて算出しております。

※MSCI指数はMSCI Inc.が算出している指数です。同指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利はMSCI Inc.に

帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

　最近5期の分配金の推移

2025/11/10 0 円

2026/05/11 0 円

設定来合計 0 円

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が

変わる場合、或いは分配金が支払

われない場合があります。

　ポートフォリオ構成比率

ＢＮＰパリバ・次世代AI関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 99.5%

マネー・リクイディティ・マザーファンド 0.1%

 短期金融商品・その他 0.4%

※構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。
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　ＢＮＰパリバ・次世代AI関連株式マザーファンドの状況（1）

投資カテゴリー別構成比率

投資カテゴリー 比率

インフラ 75.6%

イノベーター 22.4%

企業規模（時価総額）別構成比率

企業規模 比率

超大型株　（5,000億米ドル以上） 32.5%

大型株　（500億米ドル以上　‐　5,000億米ドル未満） 42.1%

中型株　（100億米ドル以上　‐　500億米ドル未満） 17.2%

小型株　（100億米ドル未満） 6.3%

※各比率は純資産総額に対する比率です。

※各比率は小数点第2位を四捨五入しています。

※投資カテゴリーはＢＮＰパリバAM独自の分類であり、今後変更となる場合があります。

※業種はGICSセクター分類です。

※企業規模（時価総額）は本資料における分類です。

国・地域別構成比率（上位10） 業種別構成比率（上位10）

国・地域 比率 業種 比率

1 アメリカ 69.9% 1 情報技術 78.6%

2 台湾 4.7% 2 コミュニケーション・サービス 7.0%

3 オランダ 4.7% 3 資本財・サービス 4.9%

4 イスラエル 4.5% 4 一般消費財・サービス 4.2%

5 韓国 3.8% 5 ヘルスケア 2.9%

6 イギリス 3.2% 6 金融 0.3%

7 ケイマン諸島 2.6% 7 　　　　　　　　　　— 　　–　　

8 日本 2.0% 8 　　　　　　　　　　— 　　–　　

9 カナダ 1.5% 9 　　　　　　　　　　— 　　–　　

10 ルクセンブルク 1.0% 10 　　　　　　　　　　— 　　–　　

※当ファンドの主要な投資対象である、「ＢＮＰパリバ・次世代AI関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）」の親投資信託

「ＢＮＰパリバ・次世代AI関連株式マザーファンド」のポートフォリオの状況を記載しています。

（出所：ＢＮＰパリバ・アセットマネジメント株式会社のデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）
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　ＢＮＰパリバ・次世代AI関連株式マザーファンドの状況（2）

組入上位10銘柄 (組入銘柄数: 51 )

銘柄名 国・地域 業種
組入
比率

銘柄概要

1 クラウドフレア アメリカ 情報技術 5.5%
アメリカ・カリフォルニア州サンフランシスコに本社を置く、イン
ターネットのセキュリティ・パフォーマンス・信頼性を向上させる
グローバルクラウドプラットフォームを提供する企業。

2 エヌビディア アメリカ 情報技術 4.7%
アメリカ・カリフォルニア州サンタクララに本社を置く世界的な
半導体メーカーで、グラフィックス処理ユニット（GPU）の設計
と開発においてリーダー的存在。

3
アドバンスト・マイクロ・デバイ
セズ

アメリカ 情報技術 3.9%
アメリカ・カリフォルニア州サンタクララに本社を置く、高性能
コンピューティング、グラフィックス、視覚化技術に注力する世
界的な半導体メーカー。

4 ＳＫハイニックス 韓国 情報技術 3.9%
韓国を拠点とする電子部品メーカー。電子部品業界に製品お
よびサービスを提供。主にDRAM、NANDフラッシュメモリ、
SRAMチップなどの半導体の製造・販売を行う。

5 ルメンタム・ホールディングス アメリカ 情報技術 3.8%
光学・光通信製品の販売を手掛ける米国の企業。世界中の光
ネットワークとレーザーアプリケーションを実現する光学及び
フォトニック製品の設計及び製造会社である。

6 アーム・ホールディングス イギリス 情報技術 3.3%
イギリスのケンブリッジに本社を置く、自社でチップを製造せ
ず、設計した技術をライセンス提供する世界的なファブレス企
業。

7 ジェイフロッグ イスラエル 情報技術 2.9%
ソフトウェアの開発から配布・更新までを自動化・最適化するソ
フトウェアサプライチェーンプラットフォームを提供する企業。

8 アステラ・ラブズ アメリカ 情報技術 2.8%
米国の世界的な半導体会社。クラウド及び人工知能（AI）インフ
ラストラクチャー向けの半導体ベースの接続ソリューションを
提供する。

9 ＡＳＭＬホールディング オランダ 情報技術 2.8%
オランダを拠点とする半導体製造装置メーカー。特にリソグラ
フィーによるチップ製造向け機械を開発・製造・販売する。世界
各地で事業を展開。

10 ビアビ・ソリューションズ アメリカ 情報技術 2.7%
アメリカ・アリゾナ州チャンドラー拠点の通信ソリューション会
社。ネットワークおよびサービス実現ソリューション、光学製品
を提供する。世界各国で事業を展開。

※組入比率は純資産総額に対する比率です。

※組入比率は小数点第2位を四捨五入しています。

※業種はGICSセクター分類です。

（出所：ＢＮＰパリバ・アセットマネジメント株式会社のデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）
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　ファンドマネージャーのコメント

＜投資環境＞

9月のグローバル株式市場は下落しました。当月は地政学的リスクが一段と高まりました。中東での紛争が続き、原油価格が高止まりし

ました。インフレ懸念の高まりを背景に米国債利回りが上昇（債券価格は下落）し、投資家の警戒感が強まりました。一方、AI関連分野で

は、MSCI ACWI半導体・半導体装置指数が円ベースで上昇するなど、AIインフラ関連銘柄が牽引役となり、市場全体に逆行高となりま

した。ソフトウェア銘柄については、MSCI ACWIソフトウェア／サービス指数が円ベースで軟調に推移しました。

当月は、AIの能力が急速に進歩していることを示す事例が見られた一方で、AIによるサイバー攻撃などの社会的リスクを巡る議論が一

段と注目を集めました。米アンソロピックのCEOは、AIの進歩のスピードが、AIモデル開発企業が制御できるペースを上回っている可能

性があるとし、最先端AIの開発ペースを意図的に抑える必要があるとの見方を示しました。AIが生成AIから自律型エージェント、さらに

は現実世界で行動できるフィジカルAIへと発展するにつれ、こうした懸念は投資家にとってますます重要になるとみられます。

その一方で、当月はAIの能力が引き続き向上していることを示す成果をAI関連企業各社が発表しました。例えば、アンソロピックは、自

社が提供するAIモデルのクロードにより、数学の難問とされるフェルマーの最終定理をコンピューターがほぼ自律的に検証できることを

発表しました。米オープンAIは、ナビエ・ストークス方程式に関する数学の未解決問題を解決したと発表しました。また、米メタが個人向け

AIエージェント「Muse（ミューズ）」を公開しました。このミューズは、買い物や旅行の予約、メールの送信など、複数のステップからなる

タスクを自律的に実行するパーソナルAIエージェントです。メタの各種アプリには36億人のデイリー・アクティブ・ユーザーがいることを

踏まえると、これはAIエージェント普及に向けた大きな一歩となります。ミューズはリリース後2週間で250万ダウンロードを突破し、

パーソナルAIエージェントが企業向けテクノロジーから一般消費者向けに広く利用されるものへと急速に普及する可能性を示す初期の

兆候といえます。

＜運用経過＞

9月の基準価額は4.33％上昇しました。

当月の主なプラス寄与銘柄は、アドバンスト・マイクロ・デバイセズ（AMD、米半導体大手）、クラウドフレア（米サイバーセキュリティ対策

企業）、アーム・ホールディングス（ARM、英半導体設計）でした。これらの企業はいずれも、米メタのミューズが消費者向けAIエージェント

市場における画期的な製品となる可能性を示したことから恩恵を受けました。こうしたAIエージェントの普及により、CPUの使用量や

データ通信容量の大幅な増加が期待されます。これらの企業は、こうした成長トレンドを支える重要な技術やインフラを提供する立場に

あります。

マイナスに影響した主な銘柄は、ラドネット、ブロードコム、バーティブでした。米国のラドネットは、米国内最大規模の外来患者向け画像

診断センターネットワークを有するヘルスケア・テクノロジー企業です。9月中に同社のファンダメンタルズが大きく悪化したわけではない

ものの、ファンドのパフォーマンスを押し下げる要因となりました。ただし、外来患者向け画像診断の成長とAIを活用した画像診断ツール

の組み合わせには、引き続き魅力的な投資機会があると考えています。米国の半導体・インフラソフトウェア企業であるブロードコムは、

非常に好調な決算と業績見通しを発表しました。しかし、投資家の期待があまりに高く、発表内容が期待の範囲内であったことからアン

ダーパフォームしました。ただし、長期的な見通しは引き続き非常に良好で、カスタムAIチップやネットワーク関連製品では需要に供給が

追いつかない状況が続いています。バーティブは、データセンターや通信ネットワークの稼働を支える電源・冷却システムを提供する米国

企業です。同社が複雑化するデータセンター・インフラ・プロジェクトを大規模に展開する中、納入の遅れや製品品質への懸念を背景に軟

調に推移しました。こうした問題は当初の投資判断を揺るがすものではなく、対処可能な事業運営上の課題であると考えています。需要

や案件の動向は堅調を維持しており、同社はAIデータセンターに必要な電力・冷却インフラ全般で優位なポジションにあると見ています。

＜今後の運用方針＞

今年に入り、企業がAIエージェントの導入を急速に進めるなど、AIの実用性という点で大きく前進しました。今後は、一般消費者向けに

も利用が広がり始める可能性があります。これにより、処理能力の拡大に対応するため、半導体やデータセンターなどの供給能力の拡張

に必要な技術や製品を提供する企業には、引き続き魅力的な投資機会が生まれています。一方、AI需要は長期的な成長過程において変

動する可能性があるほか、供給制約による投入コストの上昇や、生産能力や利益率への影響によって市場の変動性が高まる局面もある

と考えられます。

当ファンドでは、このような環境下において、構造的な成長テーマである「次世代AI」に注目し、次世代AIインフラと次世代AIイノベー

ターの双方に投資することで次世代AIの成長の恩恵を受けることに特化しながらも、分散された投資アプローチを実現しています。AI

は経済全体に大きな影響を与える汎用技術と位置付けられており、その進展によって生み出される投資機会は中長期的に極めて有望で

あると考えています。次世代AIの社会実装が進む中、業種を問わずAI活用が企業の競争力に直結する時代が到来しており、こうした変

化を的確にとらえることが、今後の投資成果のカギになると考えています。引き続き、徹底したボトムアップ・リサーチを通じて、次世代

AIによる構造的な成長が期待される企業を厳選し、アクティブかつ柔軟な運用を行ってまいります。また、マクロ環境の変動に注意を払

いながら、質の高い企業の選別を通じて、中長期的な成長を目指してまいります。

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

※「ＢＮＰパリバ・次世代AI関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）」の運用会社である

ＢＮＰパリバ・アセットマネジメント株式会社のコメントを基に作成しています。
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　ファンド情報

設　定　日 2025年6月9日

償　還　日 2045年11月9日

決　算　日 毎年5月9日および11月9日（休業日の場合は翌営業日）

　ファンドの特色
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　投資リスク（1）
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　投資リスク（2）
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　お申込みメモ
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　ファンドの費用
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　販売会社について

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社に
は取次販売会社が含まれる場合があります。

日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

岡三にいがた証券株式会社 関東財務局長（金商）第169号 ○

岡三ビジネス＆テクノロジー証券
株式会社

関東財務局長（金商）第170号 ○ ○

おきぎん証券株式会社 沖縄総合事務局長（金商）第1号 ○

野畑証券株式会社 東海財務局長（金商）第18号 ○ ○

商号 登録番号

加入協会

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説明書
（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますようお
願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。

次世代AI株式戦略ファンド
追加型投信／内外／株式

※おきぎん証券株式会社は2026年10月19日から取扱い開始です。

当レポートは10枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（10/10）  553385


